
 

 

 

 いじめを起こりにくくするためには「自尊感情」「自己有能感」「規律」「学習意欲」を育

むことが重要である。 

 特に次の３観点でいじめの未然防止の活動を実践していく。 

 

 

 

 これらを組織的・計画的・継続的な活動にしていくために次の４観点で実践していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

① 居場所づくり

•安心できて他者から認
められ自分が必要とさ
れる感じられる場

•落ち着いて学べる場

•ストレスや感情をコン
トロールする力 自尊
感情を高める取組

② 絆づくり

•お互いの違いを認め合
い、支え合う学級

•共同的な活動を通して
一人一人が活躍できる
学習・学級活動

•自己有能感の向上、人
間関係を形成する力の
育成

③ 環境づくり

•落ちついて主体的に学
習や生活ができる環境

•一人一人の能力や困り
感に応じ自己実現を図
る環境

•自己指導力や規範意識
を向上させる場

いじめ未然防止プログラム 

主体は教職員 主体は児童 主体は教職員・児童 

ア 道徳、総合的な学習の時間、特別活動などの教科・領域の関連を図ったプログラム 

イ 「アセス」「ほっと」「Ｑ＝Ｕ」等の活用し、児童理解と指導・面談を組み合わせたプログラム 

ウ 児童会活動と関連を図ったプログラム 

エ 社会教育（家庭や地域）と連携した体験活動との関連を図ったプログラム 

環境づくり 

学習や生活規律の徹底 

人権・情報・非行防止教室 

ポスター・評語作成・言葉遣い 

居場所づくり 

わかる・できる・楽しい授業 

拍手や歓声のある認め合い活動 

「今日のありがとう」など 

面談・教育相談 

 
絆づくり 

縦割り班活動 

構成的グループエンカウンター 

児童会活動や体験活動 

 

勇気づけ 

成長実感 
人の話を大切に聞く 

凡事徹底 
子どものエネルギーの活用 

感動創造 


